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11月の四方山話


古川モトイ




　大変にお寒うございますが、その名も「北極大陸」なので仕方がありません。また、ご存知の通り北極には大陸はございません。古川モトイです。 寄稿先の誌名に文句をつけたかったわけではありません。今回は多少ですが理科の話を書きたくて、そんな書き出しとさせていただきました。

　アイザック・アシモフ先生の著書に「重力波検出装置」の話題が出ていたのを読んだのは高校のころでしたでしょうか。下手をすると小さな国の国家予算程度の建造費がかかるその装置を人類は作り上げてしまいました。それも複数。仕組みはこんな風で「すごく真っ直ぐで長い管の中にレーザーを真っ直ぐ通す、管が歪むとレーザーに変化が起きる……」という事なんです。それが全長数キロとかで、管の中を真空にしなきゃいけないというおまけ付きですから、大変にお金がかかる。そして、人類は今のところ観測できるほど顕著な重力波を自力で発生させられないので、宇宙のどこかで重力波が発生するのを待つしかないので、作っても実際に何かが観測できるのは何年先になるやら分からない。でも、作った。おかげで遠い銀河で中性子星が衝突する瞬間に発せられた重力波を観測できました。それらの星の衝突がどれぐらい凄まじいか数字で書いてももはやアホらしいレベルなので、そこもざっくり書くと、ぶつかったところから恋がはじまるレベルです。ぶつかった衝撃で貴金属が大量に生成されてしまうそうで、手に入れられれば一攫千金ですが、衝突後の中性子星まで金銀を掘りに行くのは命がけなんてレベルではないのでオススメできません。宇宙にはそうしたエキセントリックな瞬間や場所がちょくちょく存在しています。

　エキセントリックという言葉を最近使ったのは中学生に反比例を教えていた時のことです。反比例のグラフでは双曲線と言うモノを描かされるのですが、中学生は頻繁に書き損じます。中学校で書く双曲線では直交するx軸とy軸にグラフの線が接触してはいけない決まりになっていますが、そこが接触してしまう生徒が多い。これを指摘して訂正させるのも指導する人間の大切な役割です。さて……ここに丸いレンズがあるとします。そのレンズで100Wの光を1点に集めるとしましょう。レンズの面積自体はざっくり100とすると面積100に対して100Wなので面積1に対して1Wのエネルギーが降り注いでいる事になります。光は焦点に近づくにしたがって丸く狭く集まっていきます。ある距離で光が面積10に狭まっていた場合、面積10に対して100Wなので面積1に10Wのエネルギーが……同じようにある距離で光が面積1に狭まっていた場合、面積1に対して100Wのエネルギーが集まる事になります。このとき




面積1当たりのエネルギー＝100W÷レンズで集められた丸い光の面積




　という関係があるわけです。それでは焦点のことを考えてみましょう。焦点は1点なので面積は「あり」ますが、「無きに等しい」面積です。1/∞（むげんぶんのいち）の面積です。上の式に当てはめて見ます。




面積1当たりのエネルギー＝100W÷1/∞＝100W×∞＝∞




　とこのようになります。さてそれでは、ここまでの経緯を1回忘れてみましょう。ある焦点に∞のエネルギーがあります。焦点から離れていくとエネルギーはどうなっていくでしょうか。ある面積に無限大のエネルギーが存在する場合、そのエネルギーは拡散しても無限大なのでしょうか。ここで「元が100Wなんだから100W以上になるわけが無い」と指摘する方もおられるかもしれませんが、その100Wは前の話に出た数字で、その話からはなれた上でのこの設問です。設問は乱暴で恣意的ですが、「どんな光でも面積1/∞に収束するとエキセントリックなカンジになる」という話は共有できた気がします。実際には光の粒子そのものの大きさのハナシもあるのでその通りにはならないでしょうが、こういう分数の分母が0に限りなく近い世界では大概ろくでもないことが起きるので、0に「ある程度」近付いたところから考えないようにするのが賢明です。

　∞のエネルギーという単語が出てきたところで「物体を光の速度に加速するには∞のエネルギーが必要」というフレーズを思い出しました。無限大のエネルギーを人類は手に入れる日は来るのでしょうか。案外、祈祷とかトンでもない方法で成功するかもしれないと適当な事を言いながら、「光より速く動く」ことについて考えて見ます。ハサミを用意します。ハサミの二枚の刃の交点ならばどうでしょう。ハサミは物体ですが、ハサミの交点は物体ではありません。ハサミの交点ならば瞬間的に秒速30万kmを超えることができるのではないでしょうか。これを考察するには二枚の刃の内一枚は固定だと考えると上手く行くかもしれません。

　ハサミといえば、年を食うと散髪いくのすぐ忘れませんか。「あー、1カ月前に以降と思ってたのにもう12月……」みたいなの、きっと皆さんもあると思います。ということで今回の詞は紳士の嗜みバーコードヘアについて歌った歌詞です。曲はこちらにあります。

http://krick2.seesaa.net/article/434749931.html


RAINBOW・Side2side


詞/COOL_METABOLIC




社会に出てふと気づいた 

父よあなたは偉かった 

もういまさら遅いけど 

やっと分かった気がしたよ 




朝、鏡を覗き込むと 

父と出会える気がしてた 

もういまさら遅いけど 

親孝行とかしたくなった 




幼い日々、戸惑ってた 

すべての事の本当の意味が 

この歳になって一つ一つ 

解け始めた 




子供の頃から意識はしてたんだ 

長い時を経てRAINBOW!（Side2side…） 

父よあなたは正しかったYeah!

今なら分かるよRAINBOW! Side2sider!! 







立ち止まり見つめなおすと 

少しだけ大人になった 

笑顔は難しいもので 

僕だって笑って生きていたい 




若い奴にウザがられて 

仕事だからしゃーないけど 

別に嫌な訳じゃなくて 

ただただ、すまないと思う 




若かりし日、戸惑ってた 

すべての事の本当の意味が 

この歳になって一つ一つ 

解け始めた 




ムカついた人に影でこっそり 

笑って貰えるRAINBOW!（Side2side…） 

課長、あなたも正しかったYeah! 

今、分かりましたRAINBOW! Side2sider!!




虹をかけるよ、僕の上にも

雨が晴れたらRAINBOW!（Side2side…）

父よあなたにそっくり生き写し

今、胸を張ってRAINBOW! Side2sider!!



顔


渡邊利道




　私の以前世話になった木橋氏が、二三ヶ月も病臥した後どうやら恢復して職場に復帰したらしいと人伝に聞いた。そんなことならば見舞いに出向きたかったのだが本復してからゆくのもだいぶん間抜けである。もっともずいぶんお目にかかっていないのでそれを口実にご機嫌を窺いにゆくというのでもよいのではなかろうか。

　そんなことをあれこれ思いながら迷っていると、両国の慰霊堂の前を通りかかったときに向こうの脇道に木橋氏が立っているのが見えた。ずいぶん痩せ衰えてげっそりした様子で、病が相当酷かったのだろうと思われた。ちょうど信号が青だったので渡っていって声をかけると別人であった。怪訝な顔に向けてどうも失礼しましたと頭を下げよくよく見直すと確かに別人のようであり、どうしてそのような間違いをしたものか私は激しく動揺した。本当は挨拶する為に横断歩道を渡ったのだが、始めから用事があったのだというように彼を通り過ぎてしばらく宛もなく歩いた。

　そういえば私は人の顔を覚えるのが不得手で、作家などという商売をしていながら何度出版関係のイベントやらパーティーやらで挨拶を交わしても誰が誰だかよくわかっていないということがままあった。もらった名刺はきちんとファイルしてあったが、名前を見てもああアレを書いた人かとは思うものの、その顔はまったく想起できない。しかし木橋氏の場合はそういうのとは事情が違う。間違えるはずがなかったし、間違えてはならぬ相手だった。まあ本人を前にして気づかなかったというよりはマシかとも思う。

　ビルの影が落ちる灰色の道をくよくよしながら歩いていって、顔見知りの喫茶店のある地下に降りた。少し落ち着きたいと思ったのである。コンクリートの階段に革靴がコツコツ響く。カウベルを鳴らして店に入ると、案外込んでいて、そういえばもうすぐ昼なのかと知った。快活なマスターに目礼を返して奥のほうの二人がけの小さな席に座り、注文をとりにきたウェイターにカツレツと、迷ったがビールを頼んだ。昼間からアルコールを摂取できるのがフリーランスのいいところである。杯を空けてようやくひと心地ついたようで、ふと柱の向こうに座っている男が木橋氏ではないかと気づいた。しかし最前のこともある。私は慎重になって、用足しに行くフリをして席を立ち、不自然にならぬよう柱の男の顔を盗み見た。どうやら今度こそ木橋氏に間違いない。

　と思って正面に回って口を開きかけ人違いだととつぜん気づいて吃驚した。あっ、あっ、と小さく声が漏れて柱の男が私を不思議なそうな顔で見返した。確かに木橋氏ではなかった。私は慌てて詫びの言葉もはっきり述べずにその場を立ち去った。席にも戻らず、食事も中途のままで支払いして外に出た。マスターもウェイターもずいぶん怪しんだろうがいずれ説明する機会もあるだろう。

　階段を上って外の道に出ると昼の陽射しが愈々強くなっていて、ギラギラ照りつけてくるので自然早足になった。私はひたすら顔を伏せて歩いた。通りすがる人、道に佇む人、信号待ちの人、人、人、人の顔が、すべて木橋氏に見えてくるのではないかと私は恐れていた。誰かに声をかけられて振り向く、すると木橋氏が目を丸くして私を見ている。

　ああ、やっぱり。私はもはや驚かなかった。

　どうしたのかね、そんなに驚いて、と木橋氏が言った。

　まばたきしても今度は違う人の顔に変わらなかった。むしろそのことに私は驚いたが、同時に聞いていたよりも全然痩せてないなともぼんやり思い、頭から水を被ったようになりながらどうにか笑顔らしきものを作って、いえ、ちょうどあなたのことを考えていたところだったのです、どうもずいぶんご無沙汰して失礼しましたと答えた。

　木橋氏は莞爾してどうですそこらで、というので午後の短い時間を二人で過ごした。




　なんですかこんな時間にそんなふうに酔っぱらって、と、帰宅すると細君に小言を言われたが、いや、ひさしぶりに木橋氏に会ってね、偶然。ほら、ずいぶん酷く患ったという話だったじゃないか。それがどうして先生元気でね、以前よりもずっと太ったんじゃないかと思ったよ、というと細君は狐につままれたような顔をして、嫌ですよあなた、木橋さんはひと月も前にお亡くなりになったじゃないですかと言った。

　外は雨になったようだった。




【了】


他人の畑で雑句ザク


かんばり入道


ドラゴン(松岡ヒロシ)




　もうすっかり師走ですね。

　皆さんはこの一年、どのように過ごされましたか？

　わたくしめといえば、夏をすぎた辺りから、もうダメなんじゃないのか、というような日常の逆襲にあい、今もひぃひぃノドを鳴らしながら、なんとか生き延びているところです。

　しかし、いくらひぃひぃノドを鳴らしたところで、やはり毎日の生活態度を改めなければ、イイことというのは訪れるものではありませんね。




　どうも、ご無沙汰しております、ドラゴンです。ありがとうございます、生存しております。

　今年の後半は大変なことが多く、私もいろいろ考えが変わりました。より人間らしくなったかもしれません。人生何事も学びですね。




　ということでありまして、先日、そろそろ私の体にも余裕が出てきたので、やはりあまり生活態度のよろしくなさそうな人々の宝島、ドンキホーテへと小物を探しに行きました。

　さすがといいますか、なんといいますか、一体これはなんなんだという品物と人物でごった返した、どこのドンキとも同じ、相変わらずの盛況ぶりでした。久しぶりの外出ということもあったのでしょうか、駐車場から刺激に満ちた車の数々とカオスな入口の投売りDVDからか、品物や人物を物色する間もない入店早々、お腹の雲行きが悪くなってしまいました。これはいけないことです。スボンもろとも土砂降りになる前にトイレへと駆け込みました。




　店内端にあるトイレへ入便した際、各個室は満員御礼の赤札が並んでいました。それぞれの個室からは「はあ～」「んふっ」と艶めかしい吐息や、天高く響く天使のラッパにカラカラというドラムロールが絶妙な合いの手を入れ、それはそれは賑やかな空間でした。

　しかし私だっていつまでもそんな祝福の調べを堪能させていただく場合ではありません。腹中のスーパーセルが真っ黒くこちらに迫ってきています。その時、真っ暗い罪をも流したかのような、泉水の音が一番奥の個室から聞こえてきました。救いの福音です。さながら懺悔室のような個室から出てきたのは、でかいローマ字をあしらった意味不明な黒ロングTシャツを着こなし、淡い色合いのメガネをした、白髪混じりで短髪の痩せた半グレのような初老の男でした。私は嫌な予感はありましたが、すでにスーパーセルからは雷鳴が近くに轟いており、今さら空いた個室を選ぶような余裕はありません。その初老の半グレとチラリと目を合わせつつ素早く入れ替わり、サッとゲリラ豪雨への戦闘態勢に入りました。

　思ったよりもお腹の中では積乱雲が発達していたようで、激しい雷雨が便器に叩きつけるように降り注ぎました。しかし一瞬で滝のような豪雨は過ぎ去り、晴々とした私がそこにいました。すると、座っているUの字型のプラスチックから私の臀部から太ももにかけて、何やら濡れているのに気づきました。




　あのジジイ、やりやがったな。




　こぼれていたのです。それはあの初老の半グレのシャビシャビな置き土産でした。

　いくら社会から落ちこぼれていても、自分がこぼしたものくらい自分で何とかしなければ、それは責任ある大人失格です。私は自分の罪を拭い去る前に、静かな怒りと悲しみに震えながら、あの初老の半グレの罪を拭い去りました。

　しかし、私はハッと思い直しました。あのジジイが己のシャビシャビを始末していたら、私は果たしてあの豪雨に耐えられたのでしょうか。

　いいえ、耐えることはできなかったでしょう。大洪水に流された私は、この地域における存在さえ危うかったかもしれません。あの初老の男は、自分の罪を乗り越えた救世主だったのです。そして彼もいかに切羽詰まっていたかと思うと、彼のその後が非常に気にかかりました。恐らく彼のケツや太ももは、シャビシャビな罪に濡れたままでしょう。見たかった品、買いたかった品もまともに手に取れず、家路へと急いだことでしょう。

　なんと哀れな。




　いろいろあった私にも、慈悲の心が芽生えたのです。




　彼以外にも地に飛び散らせたであろう罪の名残を、私はトイレットペーパーで丁寧に拭い去り、感謝の気持ちで湧き出る水を流した後、迫るくる危機に足を震わせる人へ個室を明け渡しました。慌てて私と入れ替わりに入る小太りのオッサンは、ありありと私に「早よ出ろや」というような目を向けてきましたが、特に何も感じることはなく、ただ気持ち良く小太りの頭悪そうなオッサンにも自分を開放していただきたいと思いました。




　その後、手洗いも早々に店内へ戻ると、何食わぬ顔であの初老の男が業務用サイズの調味料を物色していました。




　この糞ジジイ、外に連れ出してブン殴ってやる……。




　皆さん、よいお年を。



リビングデッド・シスター


弾射音
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　冴子はちっとも食事をしようとしない。母が毎回毎回彼女の枕元に食事を置くのだが、手をつけた形跡は全くなかった。手を縛られても食べられるような、たとえばロールパンなどを顔の近くに置くのだが、それでも食べようとしない。なのに、ちっとも痩せない。むしろ、全身が少しずつ膨張していくようだ。

　冴子に水を飲ませるのは僕の役割だった。奥田教授が紙に書いてくれた呪文を唱えながら、水のグラスを唇に触れる。奥田教授のようにはうまくいかず、僕が近づくと彼女は幾分威嚇するような仕草を見せるのだが、それでも一応飲んではくれる。食事をしないので、栄養をつけるため牛乳を飲ませようとしたこともあるが、これはいっさい飲もうとしなかった。いっそのこと、人間の血をグラスに入れて唇に近づけたらどうか。きっと、むさぼるように飲むに違いない。

　僕の血を飲ませようか。冴子のためなら、どんなことでもできるとは思う。しかし、まさか血を飲ませるなんて。

　夜は毎日、冴子のスマホのチェックが習慣になった。受信したメールをすべてチェックし、必要があれば返信する。もちろん、冴子になりすましてだ。新崎誠は毎日のようにメールを送ってきた。冴子のふりをして、愛の囁きを送る。ごめんなさいね。病気がなかなか治らないの。私も会いたい。誠くんに会いたい。でも、今は我慢しなきゃ。

　全く、やってられない。

　奥田教授はだいたい一日おきに来てくれる。そのたびに、ブードゥー教の儀式をして、冴子を何とか暗示から解こうと努力する。この努力には頭が下がる。学術的な目的もあるのだろうが、無償でやってくれているのだ。

　ある夜、冴子のスマホのメールをチェックしていたら、突然通話の着信音が鳴った。ディスプレイを見ると、発信者は新崎誠だった。しばらく迷ったが、結局出ることにした。もちろん、地声でだ。まさか、冴子のふりをして電話に出ることなど不可能だ。

「もしもし、冴子ちゃん？」

「兄の健一です」

「ああ、お兄さんですか」

　明らかにがっかりしたような声だ。

「冴子はいますか」

「妹は今寝てる。ごめんね。またかけてよ。伝えておくから」

「冴子の風邪、そんなにひどいんですか」

「うん、まあね」

「二週間も大学を休むほど？」

「そうなんだ」

「でも、風邪って、そんなに長引くものなんですか？ インフルエンザとか、肺炎とか、結核とか、もっと重大な病気じゃないんですか」

「医者にはちゃんと診せている。そんな重大な病気じゃない」

「すみません。でも、あまりにも長いので、心配になっちゃって」

「またメールしてよ。メールの返事はちゃんとしてるんでしょ、冴子は」

「はい」

「じゃあ、またね」

　電話を切る。どきどきものだったがほっとした。

　だが、それだけでは終わらなかった。

　次の土曜日、新崎誠はまた直接やって来てしまったのだ。

　ちょうど僕がいたので、母は僕に応対を任せた。父はゴルフで出かけている。全く、頼りにならないおやじだ。

　玄関のドアを開けると、新崎誠がなんだか決意したような顔で立っていた。

「ああ、いらっしゃい」

「冴子はいますか」

　声にドスがこもっている。

「いるけど、寝てるんだ」

「会わせてください」

「そうはいかない。風邪で寝てるんだから。君もわかるだろう。会わせてあげたいが、だめだ。今日のところは引き取ってくれ」

「お兄さん、何か隠しているんじゃないんですか」

「何を？」

「僕と冴子を会わせない、何らかの理由があるんじゃないんですか」

「そんな理由はひとつもないよ」

「だったら会わせてください」

「だめだ」

「どうしてですか」

「言っただろう。風邪なんだってば。体に触るから、会わせられない」

「僕と冴子の仲を引き裂くつもりですか」

　僕は笑い声をあげた。

「そんなつもりはない。僕がどうしてそんなことをしなきゃならないんだ。君は好青年だ。君と冴子との交際を、うちでは一家で認めている」

「だったら会わせてくれてもいいんじゃないですか」

「君はこれ以上冴子を苦しめたいのか。いいか、病気で苦しんでるんだぞ」

「だけど」

　お互いにだんだん声が大きくなっていく。近所の主婦が後ろを通っていくのが見えた。怪訝な顔をしてこちらを見ている。これ以上はやばい。僕は新崎を玄関に引っ張り込み、ドアを閉めた。

「会わせてください」

「そうはいかない」

「どうしてですか」

「何度言わせれば気が済むんだ」

「健一、どうしたの？」

　リビングから母の声がする。

「なんでもないよ、母さん」

「上がってもらいなさい」

　母の声は落ち着いたものだった。母は観念してしまったのだろうか。仕方なしに、僕は新崎をリビングに通した。

「あ、お母さん、こんにちは」

「こんにちは。いつも冴子がお世話になっています」

「いえ、そんな」

「コーヒーがいいかしら」

「あの、お構いなく」

　母はそれには返事しないで、キッチンへ入っていった。しばらくするとコーヒーとチーズケーキを二人分、トレイにのせて戻ってきた。

「では、ごゆっくり」

　母はそのまま夫婦の寝室へ去っていく。

「すみません。いただきます」

　新崎はチーズケーキをフォークで食べはじめた。

「ケーキを食べたら帰ってくれ」

　僕は言った。

「帰りません。冴子に会わせてくれるまでは」

「だめだと言っただろう」

「どうして隠すんですか」

「何を」

「わかりません。でも、会わせたくない理由があるんでしょう」

「そんなものはない」

「深刻な病気なんですか。ひょっとして、不治の病なんですか」

「そんなことはない」

「ねえ、一目だけでいいから会わせてくださいよ」

　新崎は説得口調になった。

　困った。本当に困った。新崎の気持ちもわかる。真剣に惚れているのだろう。何とかしてやりたい。

　ええい。ままよ。いっそのこと全部バラすか。

「新崎くん」

　僕は真正面から彼の顔を見据えた。

「はい」

　新崎も真剣な顔になる。

「最初に誓ってくれ」

「はい」

「これから目にするものを、いっさい誰にも口外しないことを」

　新崎は固唾をのんだ。

「会わせてくださるんですか」

「いいから、誓うんだな？」

「わかりました。誓います」

「本当に誓うか？」

「誓います」

「よし。じゃあ、ついてきてくれ」

　僕は立ち上がって、階段を上っていった。新崎がついてくる。

　冴子の部屋の前で足を止めた。

「匂いがひどいだろう」

　僕は言った。

「何の匂いですか」

「冴子のだ」

「は？」

　僕は冴子の部屋のドアを勢いよく開けた。

「うっ。くせ」

　新崎が思わず声を上げる。

「入ってくれ。冴子は中にいる」

「冴子。冴子。中に入るよ」

　新崎は室内をきょろきょろしながらそろそろと中に足を踏み入れる。すぐに、冴子がベッドに横たわっているのに気づいた。

「冴子。誠だよ。大丈夫？ 冴子？」

　新崎はベッドに近寄り、はたと足を止めた。

　冴子が唸り声を上げる。

　新崎は短い悲鳴を上げた。




【続く】



　XIGMADはある博士に救出され、欠損した部分の再建と新たに作られたアーマーを装着する。

　新たなアーマーはデータ化され、SDカードに書き込まれている。装着するにはベルトのバックル状のSDカードリーダーでXIGMADが読み込み、このデータをXIGMADの能力を活かして再構築、実体化させる。

　メモリーカードにコピーされた情報は独自のフォーマットで書かれているため、一般的なコンピュータでは読み書き出来ない。

　かねてからXIGMADの存在に気づき、研究していたIT企業サイバランス社は既に自衛隊向けにXIGMADに似せた特殊装甲を開発していた。今回はある博士の研究結果を強奪し解析、人工的にXIGMADを作り上げた。この人造XIGMADはネットワークに接続し、遠隔操作が可能で、数か月後には量産化されている。

　サイバランス社はXIGMADと共に地獄の存在も認知しており、どちらも手に入れようとしている。

　XIGMADは再びラピッドライオンと戦う。



XIGMAD MADZIN joint『ジグマッド 魔人ジョイント』

　白のXIGMAD、グライフジョイントの上からある博士の作ったアーマーを装着する状態。

　人間の作った武装装甲なため、性能はこれまでのフォームより劣る。

内蔵武器

フレイムスラッガー／胸の熱光線武装。発射までのチャージ時間が1分ほどかかる。

アックスハンマー／右腕に装備する、火薬を使って加速力を高めた打撃武器。

小型ミサイル片側16x2／航続距離500m程度の超短距離誘導弾。膝に装備。

マッハウイング／背中に取り付けた自力飛行装置。計画段階のもので現状はダミー。

エックスセイバー／特定のエネルギーを充填することで強力な切断力を発揮する素材を刃とする刀。刃が起動していると刃は浮遊している。試作段階のために起動時間が30分程度と極端に短いため、複数本装備している。



ホワイトクーガー／蝙蝠とピューマの合成怪人。白い。

全長／2.8m

体重／2.8t




ブラックタイガー／エビと虎の合成怪人。赤く、顔が人の骸骨のようになっている。

全長／3.1m

体重／3.5t




ネズミバッファロー／ネズミとバファローの合成怪人、ネズミの顔が三つついている。

全長／3.5m

体重／4.2t


　なんとなく惰性で描いてしまった。もうちょっとデザイン詰めないとなあ……

　次もXIGMADの何か、人造XIGMADを描こうかな。



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo／第37号の編集後記です。とりあえず。




古川／お疲れ様です。
さっき名古屋から帰ってきてまだ読んどらんのですが、寒くなって参りましたね。




murbo／もう、寒くて出かけたくないです。




ドラゴン／お久しぶりです。この度は長らくの休載、失礼致しました。
私は寒くなる前から出かけたくありませんでしたが、皆さんお元気そうでなによりです♪




murbo／おかえりなさい！




古川／おかえりなさいませ！




ドラゴン／ありがとうございます！恥ずかしながら戻って参りました（笑）
私は古川さんとはお初になりますね。これからもよろしくお願いします！




古川／よろしくお願いします。
岐阜の片田舎でじわじわと暮らしております。




ドラゴン／いやいや、いいですね…。私も名古屋とは名ばかりの片隅にひっそり暮らしています。

今回も古川さんの詞にもっていく力技には楽しませてもらいました、ありがとうございます。

渡邊さんの「顔」、すごく面白く読ませていただきました。私も人の顔があまり覚えられず、他人の空似のようなことがしょっちゅうなので、あるあるからの最後でジワっときました。




古川／顔は私は苦い思い出が多いですね。塾の仕事をしているんですが、生徒さんの御母堂さんって塾に来る時って結構油断した風体でくるんですが、バッチリお化粧した状態だと分からないんですよね。それで、私、あるお母様の事、半日無視したみたいで、参った。自分の甲斐性の無いのを棚に上げるようで申し訳ないのですが、お化粧した時や変えた時は自分から名乗っていただけないかなと。




トイレの件も過去に苦い経験が。岐阜の揖斐の方で廃校になった小学校を使ったイベント見に行った折に、お手洗い入ったら紙が無くて、急いで携帯で妻に連絡して「紙が無い」と。妻がイベントの運営の人を探したのですが、人手不足だったらしくて捕まらず、その間にも、トイレの外でノックが定期的に聞こえてきて。とうとう痺れを切らして「後がつかえ取るから急いでくれんかね」的なことまで言われたんですが、どうにも紙が無い。妻が機転を利かせて、女子トイレから紙を持ち出して、息子に持たせて届けてくれたんですが、外で待ってた人も状況は呑み込めていたみたいで、でも切羽詰まっていたようで、入れ違いざまに睨みつけられたんですが、なんと家から車で一時間もかかる場所で、まさかの顔見知りで。お互いに「ハッ」として気まずい空気が。




しかも、妻曰く「女子トイレの紙もほとんどない」って、廃校だったんだからトイレぐらいもうちょっとあってもよさそうなものですが、男性用個室1か所だけはイベントが盛況だっただけに恐ろしかったのを覚えております。




ドラゴン／ぶるる（笑）




murbo／公共トイレの紙問題は深刻ですねｗ




ドラゴン／まさにそこにある危機ですね…




古川／町おこしとか村おこしとかはトイレ問題と密接な関係がありますねｗ




murbo／自衛隊の基地と川重の航空機工場でお馴染みの岐阜の各務原市は公園のトイレにもウォシュレット装備ですよ。




ドラゴン／さすが危機管理は抜群ですね。




古川／そういえば、リビングデッドシスター読了したのにトイレの話で書き忘れる前に書いておきますね。

私は個人的には彼氏くんにはまだバラさないで欲しかったんですが、もうバレちゃったので、この先どうやってまた面白くなっていくのか1か月後を楽しみにします。

読了して最初に思ったのが「えーバレちゃうの！？」だったので、私はストーリーに十分引き込まれているんだなと改めて実感しましたｗ




murbo／そうですね～、結構ばらしていきますね。

僕はコメディだと思っていたので、何故、怖くなっていくんだ！と不思議でしたよｗ　今となってはホラーだからこそ笑えるみたいな感覚でしょうか。




ドラゴン／確かにそうですね、どうなるかと思ってしまいました。「うっ、くせ。」って（笑）




古川／以前どっかの編集後記でも書いたと思うんですがなんかカフカの「変身」を思い出すんですよね。あれもコミカルさと不気味さのバランスみたいなモノを私は感じて読んだので。




ドラゴン／その辺りの感覚に近いんですね、なるほどなぁ。




古川／カフカの「変身」は主人公の主観が昆虫っていう実験文学みたいなものだと思うんですが、ぶっちゃけそれに付き合うには私は凡人すぎてｗ結局、主人公の主観よりも周囲の客観の方が印象に残ってしまって……まあ青年が虫になった事実に困惑するドタバタ不気味話かなとｗ

その、周囲が不気味な事案に巻き込まれてドタバタする感じって共通しているなと。あとは「さんかれあ」って漫画も似ていなくもないんですが、「リビングデッドシスター」は昨今のライトノベルや漫画にありがちな「年頃の少女が出てきたら、少女の可憐さだけでストーリー全部ひっぱれる」的な手法に明確に「NO」を突き付けている気がするので。

……というリビングデッドシスターに対する「読んでますよ！」アピールでしたｗ




murbo／リビングデッドシスターは両親の動向がリアルでいいなと思います。こういう話って、親がいるとその扱いって面倒じゃないですかw
がっつり関わってくるのも年長者のほうが解決できる能力が明らかに高いし、いないことにするのも不自然だし。自らが関わりたくないとか事柄を放棄したいって思う事にするのは、僕にとってはコロンブスの卵に思えました。

カフカの変身は永井豪の蟲という短編を読んだ後に知りまして、まだ読んでおらんのですがｗ、仮面ライダーはカフカの変身に着想を得ているという話を聞いて、それは偶然の一致だよと憤慨するところまではやりました。
永井豪の蟲は虫と無視をかけたオチが怖くて、カフカも怖いと思って読まずのままです。




ドラゴン／カフカは舞台を長屋にして主人公をはっつぁんとかにすれば、落ちない落語みたいな話だと思ってます。




古川／その話したら、リビングデッドシスターも落語に……




ドラゴン／ですね（笑）でも骸で話を一つなんて粋だと思います。




murbo／長屋の面白さは分かる気がします。

落語の構成も面白いかな。




表紙は撮り溜めしている薔薇です。

季節感は全く無いので何となく冬っぽい色合いにしました。




ドラゴン／出た！撮り溜め（笑）

ところで今回の怪人は、フィギュア映えしそうですね☆




murbo／花は一年分撮っておかないと旬な時期を逃すので特に撮り溜めですねぇ。

怪人は立体物になるといいなと思つつ、あんまり描き込まない方向でやってます。なので毎回同じものでも形が微妙に変わります。




そういえば、カフカの変身などは青空文庫にあるんですよ。



古川／あーそうか

良い時代ですね

青空文庫ってどの辺まであるんだろうか。

私が今年40才になったので、私が生まれる10年前に亡くなった作者の作品はもう青空文庫行きですもんね。

あれ！？ラブクラフトの作品って青空文庫行きじゃん！？

期待して検索したら多分全部読んだ作品&持ってるものかも。




murbo／そうですね、思ってるより著作権保護期間が終わってる場合ありますね。




今回皆様のおかげで発行する事が出来ました。ありがとうございます。
次回は新年発行になるので、ちょびっと年末進行プレイで宜しくお願いします。
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